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昌
美
さ
ん
と
和
江
さ
ん
は
、
ご
夫
婦

で
活
躍
の
場
は
違
う
が
、
「
絵
」
と
い

う
共
通
の
表
現
で
活
動
し
て
い
る
。

「
絵
を
か
く
こ
と
は
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
好
き
で
し
た
。
５
、
６
歳
の
こ
ろ
、

地
面
に
か
い
て
い
た
絵
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
よ
。
」
と
語
っ
て
く
れ
た
昌

美
さ
ん
、
小
学
校
３
、
４
年
生
の
こ
ろ

に
は
既
に
、
将
来
絵
に
関
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。

昌
美
さ
ん
は
、
現
代
絵
画
（
美
術
）

の
制
作
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
芸
術

家
で
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
を
脅

か
す
も
の
を
と
ら
え
、
表
現
す
る
こ
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
の
制
作
を
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
生
活
の
中
で
起
こ
り

う
る
喜
び
で
あ
っ
た
り
、
悲
し
み
で
あ

っ
た
り
で
、
作
品
を
見
て
い
る
う
ち
に

じ
わ
じ
わ
と
感
じ
て
く
る
も
の
を
制
作

し
た
い
の
だ
と
い
う
。

昌
美
さ
ん
の
制
作
す
る
絵
画
は
大
き

い
。
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
２
〜
３
メ
ー

ト
ル
四
方
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
て

い
る
。
な
ぜ
大
き
な
作
品
を
制
作
す
る

の
か
尋
ね
て
み
る
と
、
「
本
来
芸
術
は

大
き
な
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
。
一
時
、

小
さ
な
作
品
が
主
流
に
な
っ
た
が
、
１

９
７
０
〜
８
０
年
代
に
な
っ
て
大
画
面

の
作
品
が
復
活
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、

絵
画
の
勉
強
の
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

な
ど
を
訪
れ
て
い
て
、
そ
の
と
き
に
見

た
大
き
な
作
品
に
影
響
を
受
け
た
ん
で

す
。
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

「
大
き
な
作
品
は
身
体
全
体
を
使
っ

て
か
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
と
て

も
気
持
が
い
い
ん
で
す
よ
。
」
昌
美
さ

ん
は
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
。

和
江
さ
ん
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

絵
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、
将
来
は
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
、
絵
に
関
わ

る
仕
事
に
就
き
た
か
っ
た
そ
う
だ
。

社
会
に
出
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

企
画
を
し
た
り
、
現
代
美
術
の
画
廊
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務
め
る
傍
ら
、
自
身

の
活
動
と
し
て
、
銅
版
画
を
作
成
し
た

り
、
ま
た
絵
本
作
家
を
目
指
し
て
い
た

と
い
う
。

今
月
か
ら
和
江
さ
ん
は
、
子
ど
も
た

ち
に
自
由
に
絵
を
か
い
て
も
ら
う
「
子

ど
も
の
ア
ト
リ
エ
」
を
始
め
た
。

出
産
後
、
子
育
て
に
追
わ
れ
る
毎
日

で
あ
っ
た
が
、
あ
る
日
、
絵
が
子
育
て

に
役
立
て
な
い
か
と
考
え
た
の
だ
そ
う

だ
。
和
江
さ
ん
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち

が
置
か
れ
て
い
る
環
境
は
制
約
が
多
く
、

自
由
に
表
現
で
き
る
場
所
が
少
な
い
の

で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
絵
を
か
い

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
を
提
供
し

た
い
の
だ
と
い
う
。

「
絵
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
二
人

は
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
対
す
る
希
望

に
満
ち
た
表
情
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

昌美さんの作品「UNTITLED」
（2002年に制作した作品で縦2800㎜×横2400㎜
の大きな作品）

美術は常に変化するもの。
その最先端の部分で活動したい

（昌美さん）

子どもたちが自由に絵をかいて
楽しめる場を提供したい　（和江さん）

近 藤 昌 美 さん
こんどう ま さ み

昌美さん 1960年生まれ、西在住。文化の一翼を担うのは未開拓の部分、と
の観点から、現代絵画や映像などの分野で活躍。現在、東京造形大学、文教
大学、創形美術学校その他で教べんをとっている。
和江さん 1970年生まれ、子どものころから絵に対する興味が大きく、美術
関係の職に就きながら、銅版画などの制作活動を行っていた。出産を機に、
絵を子育ての中で役立てたい、との気持から、「子どものアトリエ」を始める。

和 江 さん
か ず え



お子さんの写真を募集しています。氏
名（保護者とお子さん）・生年月日・住
所・電話番号・写真にコメントを添えて、
直接または、封書で郵送してください。

投稿先　〒349-0292 白岡町大字千駄野432
白岡町広聴広報課広聴広報係

1（92）1111 内線353

皆さんのお宅で「こんなにきれいに花が咲いた」「うちのペットを見て」「うちの家
族のここがすごい」など、みんなにお知らせしたい、自慢したい、などと思っているこ
とを紹介します。ジャンルは問いません。ぜひ投稿してください。ただし、営利目的の
ものなど、広報紙にふさわしくないものについては掲載できない場合もあります。
投稿をお待ちしています 住所、氏名、電話番号を明記し、写真にコメントを添えて、
お送りください。

白岡町文化団体連合会

ひ し の み 読 書 会

このコーナーでは、
皆さんのサークルなど
の活動を紹介していき
たいと思います。
ご希望の団体はぜひ

投稿してください。

募集しています

9/7 25年目にして開花

わたしは趣味を兼ねて畑で野菜など
を作っています。特に里芋が好きで、
毎年作っていましたが、今年、里芋に
初めて花が咲きました。25年目にして
初めてのことです。一株に４つも花が
咲きました。

「３姉妹になりました。」

八木橋
や ぎ は し

千乃
ゆき の

ちゃん（柴山）
（平成14年３月16日生まれ）

「おとなしそうに見えるけど、
違うんだよ!!」
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芝原
しばはら

義人
よし と

くん（小久喜）

（平成14年９月12日生まれ）

「ぼくのハイハイ
、上手でしょ?」

No.16my boommy boom

ひしのみ読書会のささやかな活動

わたしたちの「ひしのみ読書会」は30年前、過疎大山にも文化
の灯をともしたいと有志が集り結成したものです。当時、柴山沼
などに繁茂していた菱を冠して名づけました。
その後、会の世話をして下さっていた石井隆晋氏が「ひしのみ文
庫」を開設しましたので、その運営のお手伝いをしたりして読書
活動を行ってきました。
途中から短歌の勉強も始め、平成萬世集にも数首が載っていま

す。数年前からお花ばたけも作り、秋にはコスモスが地域の人を
楽しませています。

30年経て皆高齢化しましたので、若い入会者を望んでいます。
連絡先 岡安　昭一　1（97）0132

菅
すが

美悠
み ゆ

ちゃん【左】（太田新井）（平成11年７月18日生まれ）

璃桜
り お

ちゃん【右】
（平成13年５月19日生まれ）

美都
み と

ちゃん【中央】
（平成15年４月10日生まれ）

おかやす よしのり

岡安　義則さん（岡泉）


